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1．はじめに 

その 12 では端部拘束条件がせん断破壊先行型耐震壁の

構造性能に与える影響について検討を述べた。本報では，

各シリーズ試験体のせん断力の伝達機構を検討するため，

壁板の応力度分布に基づいて，圧縮ストラット幅の算出

を試みた。さらに，試験体の実層間変形角―層せん断力

を用い，上述の計算方法の精度を検証する。 

2．圧縮ストラット幅 

2.1 圧縮ストラット幅の算出  

壁板の圧縮ストラットの有効幅（図―1）を計算するた

め，まず図―2 に示す壁板の対角方向に取り付けた変位計

から対角方向のひずみ度を計算する。壁板内の圧縮ひず

み分布をできるだけ正確に計測するため壁板の対角方向

の６区域に分けて計測をした(図―2)。SF シリーズ無損傷

試験体の 0.4%サイクルの時，区域②を例として，応力度

の計算を説明する（図―2）。変位計で計測した各区間の

変形を測定区間長さで除して平均ひずみ度を求める。箇

所Cは変位計を設置するボルトが埋め込んである箇所なの

で，この箇所には両側の変位計で測ったひずみ度の平均

値を使用した。ほかの箇所のひずみは変位計１個で測っ

たデータより算出する。このようにして求めた各位置の

ひずみ度を，コンクリート圧縮試験で得た応力度―ひず

み関係と対応させ，各サイクルの各箇所の応力度を求め

た。そして，上述のとおり求めた各区域の応力度分布を，

その区域内の最大応力度σmax で一定と仮定して矩形分布

にした場合の圧縮ストラット等価な幅を，圧縮ストラッ

ト幅 W として式(1)により算出した。詳細な計算の手順を

図―3に示す。 

∫𝜎𝑑𝑥 × 𝑡 = 𝜎𝑚𝑎𝑥 × 𝑡 ×𝑊                         (1)               

ここで，𝜎：各箇所の応力度(N)，𝑡： 壁板の厚さ，𝜎𝑚𝑎𝑥：

各区域の最大応力度(N/mm2)，𝑊：圧縮ストラット幅(mm)。 

2.2 圧縮ストラット幅の算出値 

図－4 の結果をみると(各サイクルごとのストラット幅

分布と応力度分布はほぼ同様なので，SF-13-D0 の 0.4％・

0.6％サイクルの結果のみ説明する)，区域①・⑥は壁板の

隅に設置するので，変位計で測った範囲は少ない。また，

区域②～⑤のストラット幅の大きさと最大応力度はほぼ

一定なので，各サイクルのストラット幅とストラット幅

応力度を区域②～⑤の平均値とする。各年度の結果を図

―5 に示す。両シリーズのストラット幅の算定結果(本加

力のみ)を図―5に示す。図―5より，事前に受けた損傷の

大きさ関わらず，両シリーズのストラット幅に大差はな

く 0.1％~0.6％サイクルの範囲で，650mm~800mm 程度で

ある。 

 

図―1圧縮ストラット幅図 

 

図―2変位計位置図 

 

図―３計算手順図 
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図―4 応力度・ストラット幅分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―5圧縮ストラット幅の算定結果 

2.3 圧縮ストラット幅算出法の精度の検証 

本項で説明したストラット幅の計算結果の精度を検証

するため，算出したストラット幅から，式(2)で両シリー

ズの層せん断力と層せん断力の実験値を比較する。一般

に，試験体が大きな損傷を受けてコンクリートのせん断

ひび割れなどが発生した場合，コンクリートの圧縮強度

が低下することが知られている。この低下した応力度を

正確に測定することはできないが，圧縮強度有効係数 3)ν

を乗じ低減させて計算したせん断応力と低減係数ν＝1 と

した場合の 2通りの層せん断力を計算し図―6に示した。          

𝐶 = 𝜈 × 𝜎𝑎𝑣𝑒 × 𝑡 ×𝑊𝑎𝑣𝑒 × 𝑐𝑜𝑠                    (2) 

ここで， ：層せん断力の計算値，ν: 圧縮強度有効係

数，ν= .  − σ𝐵 2  ⁄ ，𝜎𝐵： コンクリート圧縮強度

(N/mm2)，t：板の厚さ, 𝜎𝑎𝑣𝑒：区域②～⑤の圧縮ストラッ

ト応力度の平均値(N/mm2)，𝑊𝑎𝑣𝑒：区域②～⑤の圧縮スト

ラットの平均値(mm)， ：圧縮ストラット幅の角度(図―

1)，Q：層せん断力(N)。 

図―6 より，両シリーズともに，実験値は低減係数を使

用した値と使用しない値の間を推移しており、このスト

ラット幅の計算方法は概ね傾向をとらえる。 

 

図―6 層間変形角―層せん断力 

3 まとめ  

(1) 最大耐力と最終破壊状況について，両拘束条件の試験

体とも事前損傷による大影響は見られなかった。 

(2) 事前損傷が層せん断力比とエネルギー吸収能力へ与え

る影響について，両シリーズともに，事前加力で経験

した変形領域では，エネルギー吸収能力と層せん断力

が低下し，未経験変形に近づくにつれて，各事前損傷

レベルの試験体は無損傷試験体に近づく。また，拘束

条件が直交壁付きの場合，各事前損傷レベル試験体の

エネルギー吸収能力とは側柱付きの場合より全体的に

低下することが認められた。 

(3) ストラット幅について，事前に受けた損傷の大きさに

関わらず，両シリーズの差異はほとんど見られない。

また，ストラット幅の大きさは 0.1％~0.6％サイクル

の場合，650~800mm 程度になることが確認できた。 
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